
第
三
次
分
権
改
革
は
可
能
か

谷　
　
　

隆　

徳

は　

じ　

め　

に

「
東
京
一
極
集
中
を
排
除
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
（
略
）

地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。（
略
）
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
を
確
立
す
る

こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
」

一
九
九
三
年
六
月
、
衆
参
両
院
で
な
さ
れ
た
決
議
で
あ
る
。
現
在
に
続
く
分
権
改
革
は
こ
の
国
会
決
議
を
起
点
に
始
ま
っ
た
。

あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
の
時
が
流
れ
た
。
こ
の
間
、
様
々
な
取
り
組
み
が
続
い
た
が
、
地
方
分
権
は
今
、
大
き
な
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
い
る
。

四
半
世
紀
の
歩
み
を
取
材
し
て
き
た
一
人
の
記
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
振
り
返
り
、
残
さ
れ
た
課
題
や
改
革
を
巡
る
現
状

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

第三次分権改革は可能か
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一　

分
権
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
度

ま
ず
、
ひ
と
つ
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し
た
い
。
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の

量
で
あ
る
。
筆
者
は
「
メ
デ
ィ
ア
露
出
度
」
と
呼
ん
で
い
る
。

日
経
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
産
経
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
対
象
に
、
検
索
シ
ス
テ
ム
で

「
地
方
分
権
」（
民
主
党
政
権
時
代
は
「
地
域
主
権
」）
と
い
う
言
葉
が
入
っ
た
記

事
の
本
数
を
数
え
た
。
そ
の
時
々
に
分
権
が
ど
れ
だ
け
注
目
さ
れ
た
か
を
推
し
量

る
こ
と
が
で
き
る
。

九
三
年
の
国
会
決
議
以
降
、
地
方
分
権
に
関
す
る
記
事
は
お
お
む
ね
、
年
間
二

〇
〇
〇
本
か
ら
四
〇
〇
〇
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
で
五
〇
〇
〇
本
前

後
に
上
っ
た
年
が
三
回
あ
る
。

ひ
と
つ
は
二
〇
〇
〇
年
の
四
八
〇
〇
本
。
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
を
柱
と
す
る

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
年
だ
。
二
番
目
は
〇
三
年
の
五
二
〇
〇
本
。
小

泉
政
権
で
三
位
一
体
改
革
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
三
番
目
は
〇
九
年
の
五
四

〇
〇
本
。
地
域
主
権
改
革
を
掲
げ
た
民
主
党
政
権
が
発
足
し
た
年
だ
。

こ
の
〇
九
年
を
ピ
ー
ク
に
記
事
の
本
数
は
減
っ
て
い
く
。
一
三
年
に
一
三
〇
〇

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

■  本数

19
93 95 97 99

20
01 3 5 7 9 11 13 15

図　地方分権のメディア露出度

（注）全国紙 ５ 紙＋ＮＨＫに掲載された記事の本数
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本
と
初
め
て
二
〇
〇
〇
本
を
下
回
り
、
一
四
年
は
八
六
〇
本
、
一
五
年
は
六
二
〇
本
、
一
六
年
は
三
八
〇
本
で
あ
る
。
地
方
分
権
を

巡
る
話
題
が
少
な
く
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
著
し
く
低
下
し
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
地
方
創
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
記
事
の
本
数
を
調
べ
る
と
一
六
年
は
七
二
〇
〇
本
も
あ
っ
た
。「
地
方
分
権
」
の
メ

デ
ィ
ア
露
出
度
は
「
地
方
創
生
」
の
二
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
二
年
末
に
第
二
次
安
倍
政
権
が
発
足
し
て
以
降
、
地
方
分
権
に
関
す
る
記
事
が
激
減
し
た
こ
と
に
な
る
。
国
会
決
議
以
降
、
歴

代
内
閣
の
も
と
で
分
権
は
国
政
上
の
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
た
が
、
も
は
や
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
論
文
で
は
最
後
に
な
ぜ
、
分
権
が
国
政
上
の
主
要
課
題
の
座
か
ら
滑
り
落
ち
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
四
半

世
紀
の
分
権
改
革
を
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
。

二　

第
一
次
地
方
分
権

国
会
で
の
決
議
を
受
け
て
九
五
年
七
月
に
諸
井
虔
氏
を
委
員
長
に
地
方
分
権
推
進
委
員
会
（
諸
井
委
員
会
）
が
発
足
し
た
。
九
八

年
ま
で
に
五
次
に
わ
た
っ
て
改
革
案
を
ま
と
め
て
政
府
に
勧
告
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
。

最
大
の
成
果
は
自
治
体
を
国
の
下
請
け
と
位
置
付
け
る
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
だ
。
こ
れ
で
国
と
自
治
体
は
法
的
に
は
「
上
下
・

主
従
」
か
ら
「
対
等
・
協
力
」
の
関
係
に
変
わ
っ
た
。

国
が
自
治
体
の
仕
事
に
関
与
す
る
際
の
原
則
も
定
め
、
そ
れ
ま
で
横
行
し
て
い
た
通
達
行
政
を
改
め
た
。
国
が
自
治
体
に
組
織
な

ど
の
設
置
を
義
務
付
け
る
必
置
規
制
も
見
直
し
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
設
置
も
求
め
た
。
税
財
政
面
で
は
法
定
外
目
的
税
の

第三次分権改革は可能か

573



創
設
や
地
方
債
の
許
可
制
度
の
廃
止
を
決
め
た
。

筆
者
が
分
権
問
題
に
つ
い
て
取
材
し
始
め
た
の
は
諸
井
委
員
会
の
一
次
勧
告
が
出
た
九
六
年
一
二
月
ご
ろ
か
ら
だ
。
当
時
、
分
権

改
革
は
「
明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ
第
三
の
大
改
革
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
く
記
憶
し
て
い
る
。

同
委
員
会
の
委
員
だ
っ
た
西
尾
勝
東
大
名
誉
教
授
が
し
ば
し
ば
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
府
は
委
員
会
の
勧
告
を
尊
重
す
る
こ
と
が

法
律
で
明
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
分
、
関
係
省
庁
が
了
承
し
た
項
目
だ
け
が
勧
告
に
盛
り
込
ま
れ
、
様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
た
。

諸
井
委
員
会
は
〇
一
年
六
月
に
ま
と
め
た
最
終
報
告
の
な
か
で
分
権
改
革
は
未
完
成
と
指
摘
し
、
現
状
を
「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を

設
け
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
総
括
し
た
。
具
体
的
な
課
題
と
し
て
①
地
方
財
政
秩
序
の
再
構
築
②
法
令
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

緩
和
③
新
た
な
地
方
自
治
の
仕
組
み
の
検
討
④
事
務
事
業
の
移
譲
⑤
住
民
自
治
の
拡
充
と
地
方
自
治
法
に
よ
る
規
制
の
緩
和
⑥
憲
法

に
定
め
る
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
の
具
体
化
─
─
の
六
つ
を
上
げ
た
。

政
府
は
諸
井
委
員
会
の
後
継
組
織
と
し
て
、
西
室
泰
三
氏
を
議
長
と
す
る
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
を
〇
一
年
七
月
に
立
ち
上
げ

た
が
、
具
体
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
小
泉
政
権
は
自
ら
三
位
一
体
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
地
方
税
、
補
助
金
、
地
方

交
付
税
を
一
体
で
見
直
そ
う
と
い
う
試
み
だ
。

〇
三
年
か
ら
三
年
間
続
い
た
三
位
一
体
改
革
で
国
か
ら
地
方
に
三
兆
円
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
た
が
、
一
方
で
四
兆
七
千
億
円
の
補

助
金
と
五
兆
一
千
億
円
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
た
。
税
財
政
面
の
抜
本
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
だ
の
は
先
に
も
後
に
も
こ
の
時

だ
け
だ
が
、
交
付
税
の
大
幅
削
減
は
地
方
団
体
に
と
っ
て
大
き
な
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
た
。
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三　

第
二
次
分
権
改
革

第
二
次
分
権
改
革
は
〇
七
年
四
月
に
丹
羽
宇
一
郎
氏
を
委
員
長
と
す
る
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
発
足
し
て
始
ま
っ
た
。
第

一
次
安
倍
政
権
の
時
代
で
あ
る
。
丹
羽
委
員
会
は
〇
九
年
ま
で
に
四
次
に
わ
た
っ
て
改
革
案
を
ま
と
め
て
勧
告
し
た
。

自
治
体
に
仕
事
を
義
務
付
け
た
り
、
そ
の
や
り
方
を
定
め
た
り
す
る
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」
を
大
幅
に
緩
和
し
た
。
公
営
住
宅

の
入
居
基
準
や
保
育
所
の
設
置
基
準
、
道
路
の
構
造
な
ど
が
見
直
さ
れ
、
幅
広
い
分
野
で
自
治
体
の
自
由
度
が
高
ま
っ
た
。

事
務
権
限
の
移
譲
に
取
り
組
ん
だ
の
も
丹
羽
委
員
会
の
成
果
だ
ろ
う
。
看
護
師
の
養
成
施
設
の
指
定
・
勧
告
、
商
工
会
議
所
の
定

款
の
変
更
認
可
、
未
熟
児
の
訪
問
指
導
な
ど
、
様
々
な
事
務
権
限
が
国
か
ら
地
方
へ
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
さ
れ
た
。

丹
羽
委
員
会
の
第
三
次
、
第
四
次
の
勧
告
を
受
け
取
っ
た
の
は
民
主
党
政
権
で
あ
る
。
当
時
、
様
々
な
政
策
分
野
で
混
乱
が
続
い

た
が
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化
を
実
現
す
る
な
ど
、
民
主
党
政
権
は
地
方
分
権
で
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
民
主
党
が
掲
げ
た
地
域
主
権
改
革
の
具
体
的
な
中
身
は
丹
羽
委
員
会
の
勧
告
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多
く
、
独
自
の
政

策
と
し
て
は
、
ひ
も
付
き
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
な
ど
に
と
ど
ま
る
。

実
現
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
挫
折
し
た
の
が
国
の
出
先
機
関
の
改
革
だ
。
当
初
は
出
先
機
関
の
「
原
則
廃
止
」
を
掲
げ
て
い
た
が
、

途
中
か
ら
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の
出
先
機
関
の
業
務
に
絞
っ
て
、
受
け
皿
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
関
西
と
九
州
に

移
管
す
る
方
針
に
修
正
し
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
中
央
省
庁
が
巻
き
返
し
た
う
え
、
全
国
市
長
会
の
一
部
も
都
道
府
県
を
中
心
と
す
る
組
織
へ

第三次分権改革は可能か
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の
移
管
に
難
色
を
示
し
、
民
主
党
は
法
案
を
国
会
に
提
出
で
き
な
い
ま
ま
、
政
権
の
座
か
ら
降
り
た
。

現
在
は
第
二
次
分
権
改
革
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

四　

道
州
制
と
市
町
村
合
併

こ
こ
ま
で
の
改
革
の
流
れ
と
並
行
す
る
形
で
道
州
制
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
代
表
が
政
府
の
第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
が
〇
六
年
二
月
に
ま
と
め
た
答
申
だ
。
都
道
府
県
を
廃
止
・
再
編
し
た
う
え
で

国
の
出
先
機
関
の
機
能
を
吸
収
し
、
全
国
を
一
〇
程
度
の
道
州
に
す
る
再
編
す
る
案
を
打
ち
出
し
た
。

米
国
の
州
と
は
違
っ
て
道
州
は
あ
く
ま
で
自
治
体
と
位
置
付
け
、
住
民
の
直
接
選
挙
で
知
事
と
議
員
を
選
出
し
、
知
事
の
多
選
を

禁
止
す
る
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。
国
と
道
州
、
市
町
村
の
お
お
ま
か
な
役
割
分
担
な
ど
も
示
し
た
。

〇
七
年
に
は
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
、
具
体
案
の
検
討
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、
〇
九
年
に
政
権
に
就
い
た
民
主
党

は
道
州
制
に
否
定
的
だ
っ
た
た
め
に
、
同
懇
談
会
は
最
終
報
告
を
出
せ
な
い
ま
ま
で
解
散
し
て
い
る
。

地
方
分
権
の
基
盤
を
整
え
る
こ
と
を
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
平
成
の
大
合
併
」
も
進
ん
だ
。
九
九
年
に
は
約
三
二
〇
〇
あ
っ
た
市
町

村
は
一
〇
年
に
は
一
七
〇
〇
台
ま
で
減
少
し
た
。
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五　

地
方
か
ら
み
た
分
権
の
歴
史

こ
こ
ま
で
、
政
府
側
か
ら
み
た
形
で
振
り
返
っ
て
き
た
が
、
分
権
改
革
は
全
国
知
事
会
を
中
心
と
す
る
地
方
団
体
の
積
極
的
な
働

き
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
前
進
し
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
地
方
側
か
ら
歩
み
を
確
認
し
た
い
。

国
会
決
議
以
前
に
も
全
国
の
様
々
な
首
長
か
ら
改
革
案
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
六
団
体
に
よ
る
具
体
的
な
動
き
と
し
て

は
、
九
四
年
の
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
分
権
推
進
を
求
め
た
意
見
書
の
提
出
が
ス
タ
ー
ト
地
点
に
な
る
。
九
五
年
に
は
六
団
体
の
な

か
に
地
方
分
権
推
進
本
部
を
設
置
し
、
政
府
や
諸
井
委
員
会
に
向
け
て
様
々
な
提
案
や
要
望
を
提
出
し
た
。

全
国
知
事
会
が
一
躍
、
注
目
を
集
め
た
の
が
小
泉
政
権
の
三
位
一
体
改
革
の
こ
ろ
だ
。
省
庁
間
の
調
整
で
は
削
減
す
る
補
助
金
の

具
体
案
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
み
た
小
泉
首
相
は
地
方
六
団
体
に
具
体
案
の
策
定
を
要
請
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、「
闘
う
知
事
会
」
を
掲
げ
た
梶
原
拓
会
長
の
も
と
で
、
知
事
会
は
議
論
を
繰
り
返
し
、
〇
四
年
八
月
に
新
潟
で

開
か
れ
た
全
国
知
事
会
議
で
改
革
案
を
ま
と
め
た
。
二
日
間
、
延
べ
一
二
時
間
に
及
ん
で
各
知
事
が
意
見
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
こ
の
会

議
は
、「
伝
説
の
新
潟
会
議
」
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

梶
原
氏
の
後
を
受
け
て
知
事
会
長
に
な
っ
た
麻
生
渡
氏
は
、
〇
六
年
一
月
に
神
野
直
彦
氏
を
委
員
長
に
「
新
地
方
分
権
構
想
検
討

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
第
二
次
分
権
改
革
が
始
ま
る
前
に
地
方
か
ら
改
革
案
を
打
ち
出
す
狙
い
が
あ
っ
た
。

同
検
討
委
は
同
年
一
一
月
に
最
終
報
告
を
策
定
し
、
①
「
地
方
行
財
政
会
議
」
の
設
置
②
国
税
と
地
方
税
の
配
分
を
五
対
五
に
③

「
地
方
共
有
税
」
構
想
の
実
現
④
国
の
地
方
支
分
部
局
の
整
理
⑤
地
方
分
権
型
道
州
制
の
検
討
─
─
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
地
方
六

第三次分権改革は可能か

577



団
体
は
同
年
六
月
に
、
九
四
年
の
時
と
同
様
に
自
治
法
に
基
づ
く
分
権
推
進
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

検
討
委
の
案
を
み
る
と
、
地
方
行
財
政
会
議
の
よ
う
に
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化
と
い
う
形
で
実
現
し
た
項
目
も
あ
る

が
、
大
半
は
課
題
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
六
団
体
は
現
在
、
道
州
制
や
国
の
出
先
機
関
の
整
理
を
求
め
て
い
な
い
。

六　

安
倍
政
権
と
地
方
分
権

こ
こ
か
ら
は
一
二
年
末
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
政
権
と
地
方
分
権
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

安
倍
政
権
は
一
三
年
四
月
に
神
野
直
彦
氏
を
座
長
に
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。
か
つ
て
の
委
員
会
と
は
違
っ

て
法
律
に
基
づ
く
組
織
で
は
な
い
点
が
特
徴
で
、
委
員
の
任
期
も
な
い
。

同
有
識
者
会
議
も
丹
羽
委
員
会
が
勧
告
し
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
だ
。
す
で
に
民
主
党
時
代
に

第
一
次
一
括
法
（
四
一
の
法
律
を
改
正
）、
第
二
次
一
括
法
（
一
八
八
法
律
を
改
正
）
が
成
立
し
て
い
た
が
、
有
識
者
会
議
の
検
討

を
経
て
安
倍
政
権
は
一
三
年
六
月
に
七
四
法
律
を
改
正
す
る
第
三
次
一
括
法
を
つ
く
っ
た
。

以
降
、
一
四
年
五
月
に
第
四
次
一
括
法
（
六
三
法
律
を
改
正
）、
一
五
年
六
月
に
第
五
次
一
括
法
（
一
九
法
律
を
改
正
）、
一
六
年

五
月
に
第
六
次
一
括
法
（
一
五
法
律
を
改
正
）、
一
七
年
四
月
に
第
七
次
一
括
法
（
一
〇
法
律
を
改
正
）
と
毎
年
、
法
案
に
ま
と
め

て
い
る
。
こ
の
間
の
成
果
と
し
て
は
農
地
転
用
の
権
限
移
譲
と
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
創
設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

有
識
者
会
議
は
一
四
年
以
降
、
新
た
に
「
提
案
募
集
方
式
」
と
「
手
挙
げ
方
式
」
を
導
入
し
た
。
従
来
の
改
革
は
政
府
が
設
置
し

た
組
織
が
包
括
的
な
勧
告
案
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
段
階
的
に
実
施
す
る
形
だ
っ
た
が
、
提
案
募
集
方
式
は
自
治
体
か
ら
改
革
が
必
要
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な
項
目
と
そ
の
理
由
を
募
り
、
関
連
省
庁
と
交
渉
す
る
仕
組
み
だ
。
手
挙
げ
方
式
は
「
都
道
府
県
」、「
市
」、「
町
村
」
な
ど
権
限
の

移
譲
先
を
ひ
と
く
く
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
権
限
を
引
き
受
け
た
い
自
治
体
だ
け
に
移
す
方
法
で
あ
る
。
第
五
次
一
括
法
以
降
は

提
案
募
集
方
式
に
基
づ
い
た
法
改
正
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
み
る
と
、
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
も
着
実
に
前
進
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
実
態
は
や
や
異
な
る
。
新
方
式
で
は
「
自

治
体
の
事
務
処
理
に
関
わ
る
も
の
」
に
対
象
を
絞
り
込
ん
で
お
り
、
国
の
組
織
や
財
政
に
影
響
を
与
え
る
提
案
は
認
め
て
い
な
い
。

最
近
の
法
改
正
の
内
容
は
実
に
細
か
い
。「
改
革
」
と
呼
ぶ
よ
り
も
、
行
政
事
務
の
「
改
善
」
や
「
簡
素
化
」
に
す
ぎ
な
い
。
地

方
の
現
場
の
視
点
か
ら
不
都
合
を
コ
ツ
コ
ツ
と
見
直
す
こ
と
は
悪
く
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
極
め
て
細
か
い
か
ら
そ
れ
を
積

み
重
ね
た
と
こ
ろ
で
、
自
治
体
の
自
由
度
が
高
ま
っ
た
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。

安
倍
政
権
は
発
足
当
初
、
道
州
制
基
本
法
案
の
提
出
を
掲
げ
て
い
た
。
内
閣
に
推
進
本
部
を
設
け
て
道
州
の
区
割
り
や
事
務
分
担
、

税
財
政
制
度
な
ど
を
検
討
し
、
三
年
以
内
に
ま
と
め
て
そ
の
後
二
年
を
め
ど
に
必
要
な
法
整
備
を
す
る
方
針
だ
っ
た
。
し
か
し
、
道

州
制
に
対
し
て
は
全
国
町
村
会
を
中
心
に
反
対
論
が
強
く
、
基
本
法
案
の
国
会
提
出
は
で
き
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
冒
頭
で
分
権
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
度
を
紹
介
し
た
。
安
倍
政
権
以
降
、
分
権
に
ふ
れ
た
記
事
の
本
数
が
激
減
し
た
の
は
、

改
革
と
呼
ぶ
に
値
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
証
左
で
あ
る
。

七　

な
ぜ
、
分
権
が
求
め
ら
れ
た
の
か

こ
の
数
年
間
を
除
け
ば
、
こ
の
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
方
分
権
は
国
政
の
重
要
課
題
で
あ
り
続
け
た
。
な
ぜ
、
時
代
が
分
権
を

第三次分権改革は可能か
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必
要
と
し
た
の
か
、
改
め
て
考
え
た
い
。

ま
ず
、
国
会
決
議
が
な
さ
れ
た
九
〇
年
代
前
半
は
中
央
集
権
の
弊
害
が
顕
在
化
し
た
時
代
だ
っ
た
。

政
府
は
戦
後
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
掲
げ
、
国
土
開
発
に
邁
進
し
た
。
日
本
列
島
改
造
論
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
全
国
に
高
速
道
路
や
新
幹
線
を
整
備
し
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
や
頭
脳
立
地
法
な
ど
様
々
な
法
制
度
を
て
こ
に
工
場
や
研
究
所
な

ど
の
地
方
分
散
を
進
め
た
。

し
か
し
、
東
京
一
極
集
中
は
変
わ
ら
ず
、
画
一
的
な
政
策
は
む
し
ろ
地
方
の
個
性
を
失
わ
せ
た
と
い
う
批
判
が
高
ま
っ
た
。
経
済

大
国
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
点
も
中
央
集
権
を
問
い
直
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

一
定
の
経
済
水
準
、
生
活
水
準
を
達
成
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
国
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
、
国
は
外
交
や
防
衛
な
ど
国
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
注
力
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
噴
出
し
た
。

自
治
体
か
ら
み
れ
ば
、
地
方
分
権
は
地
方
自
治
の
充
実
に
直
結
し
た
時
代
だ
っ
た
。
機
関
委
任
事
務
が
存
在
し
た
こ
ろ
は
都
道
府

県
の
仕
事
の
七
～
八
割
、
市
町
村
の
仕
事
の
五
割
は
国
の
下
請
け
仕
事
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
見
直
し
は
自
治
を
強
化
す
る
う
え
で
不

可
欠
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
背
景
と
す
る
行
政
改
革
を
求
め
る
声
が
分
権
を
後
押
し
し
た
。
行
政
の
無
駄
を
省
く
た
め
に

も
国
と
地
方
の
仕
事
を
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
平
成
の
大
合
併
が
地
方
分
権
と
セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
た
の
も
効
率
的
な
行
政
を
求

め
る
世
論
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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八　

残
さ
れ
た
課
題

し
か
し
、
国
会
決
議
か
ら
二
〇
年
た
っ
た
一
三
年
ご
ろ
か
ら
「
改
革
疲
れ
」
と
も
呼

ぶ
べ
き
状
況
に
陥
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
の
自
治
体
向
け
雑
誌
で
あ
る
「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
が
、
分
権
改

革
二
〇
年
に
合
わ
せ
て
一
三
年
一
月
号
に
掲
載
し
た
「
地
方
分
権　

首
長
に
聞
く
」
と

題
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
改
革
疲
れ
を
端
的
に
表
す
結
果
に
な
っ
た
。

全
国
の
市
長
に
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
人
口
五
〇

万
人
以
上
の
市
で
は
「
進
め
て
ほ
し
い
」
と
「
あ
る
程
度
進
め
て
ほ
し
い
」
で
一
〇
〇
％

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
比
率
が
下
が
り
、
五
万
人

未
満
で
は
「
進
め
て
ほ
し
い
」
は
一
八
％
に
と
ど
ま
り
、「
あ
る
程
度
進
め
て
ほ
し
い
」

を
合
わ
せ
て
も
五
六
％
だ
っ
た
。
義
務
付
け
・
枠
付
け
や
地
方
税
財
政
改
革
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
に
な
っ
た
。

職
員
数
が
少
な
く
、
財
政
面
の
余
力
も
な
い
小
規
模
市
町
村
に
と
っ
て
地
方
分
権
に

伴
う
業
務
量
の
増
加
が
重
荷
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。
分
権
が
自
治
の
強

化
に
直
結
す
る
と
は
言
い
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
。

表　全国の市長アンケート

基礎自治体への権限移譲 義務付け・枠付けの見直し
人口５０万人以上 ①８８％　②１２％ ①８８％　② ４ ％
５０万～３０万 ①５８％　②２６％ ①５５％　②３２％
３０万～２０万 ①４２％　②４２％ ①５０％　②３９％
２０万～１０万 ①３４％　②３７％ ①３４％　②４１％
１０万～ ５ 万 ①２９％　②３８％ ①３２％　②３９％
５ 万人未満 ①１８％　②３８％ ①２３％　②４４％

①「進めてほしい」　②「ある程度進めてほしい」
（注）日経グローカル１３年 １ 月号掲載

第三次分権改革は可能か
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当
時
、
知
事
会
長
の
山
田
啓
二
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
そ
の
際
の
発
言
が
印
象
深
い
。

地
方
分
権
の
達
成
度
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
山
田
氏
は
「
富
士
山
で
い
え
ば
五
合
目
で
は
な
い
か
。
こ
こ
ま
で
は
み
ん
な
一
緒
に
バ

ス
に
乗
っ
て
登
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
さ
ら
に
上
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
」
と
話
し
た
。
そ
の
後
の
状
況
は

ま
さ
に
指
摘
通
り
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
筆
者
は
分
権
改
革
の
現
状
を
五
合
目
に
ま
で
達
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
頂
上
の
姿
を
ど
う
描
く
の
か

で
達
成
度
も
変
わ
る
。

丹
羽
委
員
会
は
〇
七
年
五
月
に
ま
と
め
た
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
、
改
革
の
目
標
を
「
地
方
政
府
の
確
立
」
と
定
め
た
。
政
府

の
公
式
文
書
で
「
地
方
政
府
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
自
治
体
の
行
政
権
、
財
政
権
、
立
法
権
を
担
保
し
、

中
央
政
府
と
対
等
に
す
る
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
。

現
状
は
ど
う
か
。「
歳
出
の
自
治
」
は
高
ま
っ
た
が
、「
歳
入
の
自
治
」
は
昔
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
丹
羽
委
員
会
は
第
四
次

勧
告
で
、
国
が
六
割
弱
、
地
方
が
四
割
強
で
あ
る
国
と
地
方
の
税
源
配
分
の
割
合
に
つ
い
て
「
五
対
五
に
す
る
こ
と
を
当
初
目
標
に

す
る
」
と
明
記
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
四
次
勧
告
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
税
財
政
面
の
改
革
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
点
が
、

残
さ
れ
た
最
大
の
課
題
だ
ろ
う
。
今
の
自
治
体
が
地
方
政
府
と
呼
べ
る
ほ
ど
自
立
し
て
い
な
い
点
は
間
違
い
な
い
。

人
口
減
少
が
進
み
、
将
来
不
安
が
高
ま
る
な
か
で
「
自
立
」
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
、
さ
ら
な
る
地
方
分

権
を
求
め
る
こ
と
が
、
ま
る
で
「
市
町
村
潰
し
」
に
つ
な
が
る
か
の
論
調
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
極
め
て
残
念
で
あ
る
。
都

市
と
地
方
の
税
収
格
差
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
動
き
も
、
結
果
的
に
税
財
政
面
の
改
革
を
拒
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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九　

ソ
フ
ト
な
中
央
集
権
に

分
権
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
。
時
代
状
況
を
み
れ
ば
中
央
集
権
に
時
計
の
針
が
戻
り
始
め
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
は
「
ソ
フ
ト
な
中
央
集
権
」
の
時
代
で
あ
る
。
機
関
委
任
事
務
が
あ
っ
た
時
代
は
「
ハ
ー
ド
な
中
央
集
権
」
だ
っ
た
。
国
が

地
方
行
政
に
こ
ま
ご
ま
と
指
図
し
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
、
地
方
分
権
の
時
代
を
経
て
、
ソ
フ
ト
な
中
央
集
権
に
移
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
地
方
創
生
は
ソ
フ
ト
な
中
央
集
権
の
産
物
で
あ
る
。
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
戦
略
を
つ
く
っ
て
国
が
側
面
支
援
す
る
こ

と
は
い
い
が
、
政
策
の
枠
組
み
を
つ
く
る
の
は
国
だ
し
、
交
付
金
の
配
分
権
限
も
国
が
握
っ
て
い
る
。
政
府
は
地
方
創
生
を
打
ち
出

す
こ
と
で
、
国
と
地
方
の
権
限
争
い
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
地
方
分
権
を
巧
み
に
棚
上
げ
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
地
方
六
団
体
の
存
在
感
は
大
き
く
低
下
し
た
。
分
権
改
革
の
大
き
な
成
果
だ
っ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
形
骸
化
が

そ
の
象
徴
例
だ
ろ
う
。

知
事
会
は
協
議
の
場
の
も
と
に
分
科
会
の
設
置
を
求
め
て
い
る
が
、
一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
七
年
一
〇

月
の
衆
院
選
を
経
て
政
府
は
教
育
無
償
化
の
具
体
案
を
ま
と
め
た
が
、
地
方
自
治
に
直
結
す
る
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
の
場

は
一
度
も
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

知
事
会
は
一
六
年
一
一
月
、
地
方
分
権
に
関
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
筆
者
も
そ
の
委
員
の
一
人
と
し
て
審
議
に
参
加
し
た

が
、
翌
年
六
月
に
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
提
言
な
ど
を
除
く
と
残
念
な
が
ら
内
容
に
乏
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。

第三次分権改革は可能か
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分
権
改
革
が
自
治
の
強
化
に
つ
な
が
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
メ
デ
ィ
ア
で
は
地
方
分
権
は
死
語
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

明
治
政
府
が
中
央
集
権
化
を
進
め
て
い
た
一
八
七
七
年
に
福
沢
諭
吉
は
す
で
に
「
分
権
論
」
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
福
沢

は
「
政
権
」
と
「
治
権
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
国
と
地
方
の
役
割
を
明
確
に
分
け
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

改
革
を
求
め
る
歴
史
は
古
く
、
ゴ
ー
ル
は
は
る
か
に
遠
い
。
第
三
次
分
権
改
革
が
始
ま
る
日
が
い
ず
れ
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
）
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